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サンゴ礁における有害化学物質のインパクト

Chemical Impacts of Hazardous Substances in Coral Reef
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サンゴ礁は、人間活動に由来するさまざまなインパクトを受けている。特に船底防汚剤・除草剤・残留農薬類は直接
的・間接的にサンゴ礁に与える影響が大きいと考えられる。
琉球列島のサンゴ礁および沿岸海域における有害化学物質（ジウロン,有機スズ化合物,有機塩素系農薬）の分布と挙

動に関する調査を実施した。その結果について報告する。
ジウロン（DCMU)はサトウキビの除草剤として有効であり沖縄県における年間使用量は約 11ton/yで全国第２位であ

る。また船底塗料としても利用されている。ジウロン濃度は、沿岸-港湾海水で ND-86ng/l、堆積物中で 0.18 to 3.97 ng/g
であった。沖縄本島におけるジウロンは農業だけでなく都市生活や船舶からの供給の可能性が高い。石垣島では主とし
て農業活動によるものと考えられる。
沖縄本島沿岸海水中の有機スズ化合物はブチル系化合物が ND～60ng/lで、DBT＜ TBTMBTであった。またフェニー

ル系化合物 TPhT、DPhT、MPhTが検出される場所もあった。


